
令和5年度第1回図書館協議会 事前資料3-5

取組内容 改善すべき点(課題) 完了/継続 柱 取組内容
進捗状況
(年度途
中)

年度末まとめ
(やってみてどうだったか、来
年度以降どうしていくか)

完了／
継続

広報
湯原図書館だよりの内容見直し
（人を見せる広報）　

地域の人のおすすめ本を紹介するなど、
地域密着型の内容にすることで図書館
に関心を持ってもらう工夫をする。

湯原地区の話題や、交流スペースの活
用等も伝える。

完了　　　　　　
(別の形で継
続）

こども園との連携 着手 図書館で行う季節イベントへの招待。 年齢に合わせたプログラム作り。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
図書館を知るきっかけ作り。

3 絵本づくりワークショップほか地域資源を
活かすイベントの実施 着手 絵本づくりＷＳは振興局共催で令和２

年度から開催している。 今後は定例化していく。
完了　　　　　　

(別の形で継
続）

令和5年度の重点取り組み予定・計画 　湯原図書館

R4年度 R5年度の重点取り組み予定・計画
（【そ】図書館そだて会議、【協】図書館協議会での意見・アイデア）

進捗状況

図書館サービス
①サービスの見える化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
②使える棚づくり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
③ハートフルコーナーづくり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
④静寂閲覧室の活用　　　　
※そだち会議メンバーからのアイデアを活
用。
※図書館が人がつながり、新たなものが
生まれる場所となるよう「そだち会議」の
メンバーに、北欧等の活用方法などを紹
介。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

着手

①図書館でできるサービス（調べもの手
伝い・県内図書の取り寄せ貸し出し・
キッズコーナー・静寂閲覧室・テラス利用
等）を知らない方が多い。事例などを紹
介することで周知する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
②地域資料や参考図書を充実させ、
調べる場としても活用してもらう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
③大活字本や朗読CDなど需要が見込
まれる。コーナーを作ることでＰＲし利用
につなげる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
④館内の席が使えるため利用が見られ
ない。空間も殺伐としているので使って
みようと思えるデザインに変更する。

・空間・景観の改善では、あし型を床に
はり導線を確保、土日祝にはふれあいセ
ンター入口に図書館開館の立て看板設
置、湯原の方の絵画作品を掲示するな
ど興味を引くことをより検討。
・交流スペースの出張カフェ開催時に地
域資料等の提示。
・学校との連携やイベントを開催しなが
ら、周知を図る。

完了　　　　　　
(一部継続） 1

行動の柱1：公共図書館としての存立基盤の整備

■継続
・「ハートフルコーナー」づくり(大きな活字の本やオーディオブックスの収集)
・外国語の本コーナーづくり
☆新規
・SNSでの情報発信

学校との連携
①児童生徒が参加しやすいイベント企
画で学校と連携を図る。　　　

着手

①図書館のパンフレット配布するなど、
児童生徒が参加できるイベントで学校と
連携していく。（七夕イベント、もちより
図書館、こども園との連携の継続）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・小学生・中学生の参加した形になるイ
ベントの企画（七夕、もちより図書館ほ
か）

②学校司書との連携 未着手

②学校で役立つ資料を収集、団体貸
出につなげたい。また、学校で発表した
作品など図書館でも展示することを検
討。

図書館そだち会議で連携方法を協議。

職員等による絵本読み聞かせ会の実施
（図書館、小学校、こども園、つどいの
広場）

未着手

読み聞かせを通じて本の楽しさを伝える
とともに、コミュニケーションの場として活
用を増やす。 図書館でも開催できる仕組みづくり。

3

行動の柱3：地域資源の再評価と新たな価値の創出

■継続
湯原のオオサンショウウオを取り扱う絵本づくりイベントの開催。

5

行動の柱5：市民が繋がる地域交流拠点創出

☆新規
・夏、冬映画上映【そ】
・新春イベント（もちつき・かるた・etc)【そ】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・観光客も参加できるイベント開催
・湯原文化祭での共催【そ】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■継続
・もちより図書館、帯を活用したイベント等の開催(振興局共催）【そ】

☆新規
・図書館テラスの活用（飲食スペースとして）　

5

①イベント・講座開催 着手 湯原振興局（公民館）との共催イベン
ト。

参加呼びかけ、集客方法。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
図書館へ通ってもらうきっかけ作り。 継続

②居場所づくり 未着手
人が多く集まるイベント時に、居場所と
なる場所を増やす。 継続

1

2

行動の柱2：子どもの学びへの能動的な貢献(子どもの読書活動

推進)

■継続
・小中学校で図書館イベントを同時開催（七夕等）【そ】
・図書館イベントの広報（チラシ、SNS、声かけ)

■継続
・湯原学（総合学習）等に必要な資料の情報共有、収集、貸出。

■継続
・こども園来館時での読み聞かせ
・つどいの広場、小学校での読み聞かせ

■継続
・季節イベントへの招待（七夕・ハロウィン・節分等）2 継続


